
進みゆく 
“運動会で学ぶ”(体育的行事・児童会活動 全校）体・頭が元気 

 ５月２９日、天気の心配もどこへやら、運動会を校庭で行い
ました。「光れ！輝け！大野っ子 ２３人の心を一つに」の
テーマのもと、それこそ自分たちで準備して、競技して、片づ
けをしました。30秒レース、台風の目、おっかけ綱引き、ダ
ンシング玉入れ、全校リレー、応援ダンスパフォーマンス、半
日とはいえ全ての競技を全員で取り組みました。 
「リレーでお家の人といっしょ走ったことが心に残った。」
「３０秒レースで、記録が伸び遠くまで行けた。」「ダンスの
できないところを何回も練習してできるようになった。」「一

番がんばったのはダンスです。教えるのが大変だったけ
ど、がんばりました。最初はうまくいきませんでし
た…。でも本番は…、終わるととっても気分がよかった
です。来年は６年生、中心になって考える立場になりま
す。これからも６年生の姿で勉強して、頼られる６年生
になれるようがんばります。」「勝っても負けても笑顔
で楽しんでいてよかったです。来年は６年生なのでみん
なを引っぱれるようにがんばりたいです。」「全校リ
レー、負けはしましたが、その時の応援では負けていま
せん。」「全校リレーでは、事前に母から速く走れる方
法を聞いていて思い出しながら走ったら、速く走れた感
じがしたので、私の心の中はドキドキしていました。私
はやっぱり走るのが好きだなと感じました。結果は残念だったけど、本気で取り組めて、赤も青
もみんな笑顔だったから、両方が勝ちだと思いました。」「テーマを目標にがんばり、最高の運
動会ができました。…私は今年の運動会、６年生がたくさん準備して、たくさんみんなをまとめ
る役をしていて、すごいなと思いました。来年は、今の６年生を見習ってもっといい運動会にし
たいです。」「５年生がサポートしてくれたおかげで、実行委員長の役をやり遂げることができ
ました。」「運動会でがんばったことは、全力でやることです。全校リレー、練習の時は１回も
勝てませんでした。毎回、悔しい気持ちでした。負けなくなかったので、家の前の坂で走りまし
た。たまには、母とも走りました。先生にも速く走れるコツを教えてもらいました。本番では、
走る前に円陣を組んで『がんばるぞ、オー！』とみんなで気合いを入れました。みんな『がんば
れ～』『いけ～』と応援していまし
た。自分の番が近づけば近づくほ
ど、ドキドキが大きくなってきまし
た。とうとう私の番になりました。
走って追いついてほぼ並んでゴール
しました。どっちが先にゴールした
かわからなくて、結果発表はさらに
ドキドキしました。今年の運動会、
みんなで協力して全力で楽しんでい
たので、いい運動会になったと思い
ました。うれしかったし、楽しかっ
たです」 
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“湖北白鳥学園４年生が集う” （小中一貫教育小小交流 ３・４年生）心が元気 

 ６月１８日（火）、湖北中校区内小学校の４年生（秋鹿

小と大野小は３年生も）が一堂に会して“湖北っ子なかよ

し交流会”を開きました。今年は、会場が大野小学校。体

育館に集い、各校の紹介をしたり、グループ内で自己紹介

をしてディスクドッヂの対抗戦をしたりして交流しまし

た。ドッヂビー（やわらかいフリスビー）で行うドッジ

ボールです。 

 最初は緊張の面持ちでしたが、徐々に表情が和らいでき

ました。ドッヂビーでは、応援合戦風な盛り上がりも見ら

れました。終わった時の子どもたち、楽しい気持ち、会場校として進行役をやり遂げた気持ち

で、いい笑顔になっていました。ちょっぴりさみしそうにも見えましたが…。今後、秋鹿小の子

どもたちとは佐太川見学や宿泊研修、修学旅行と卒業までに交流を深めます。 

 大野っ子は、３年と４年の２回、この交流会に参加します。多人数の中での活動体験は、とて

も貴重です。いろいろなことを学んだようです。 

「はじめはどんなことをするかわからなったけど、準備をする内にわかってきました。始まった

ら、とても緊張していたけど、劇をやっている内に慣れてきて、楽しくできるようになりまし

た。（来年は４年生なので、）また、来年もやりたいです。」「劇では、みんながみんなのでき

ないところを支え合っていたので、いい発表ができました。秋鹿や古江の発表も楽しかったで

す。」「休憩時間に友だちと話をすることができました。去年は、友だちができなかったけど、

最後のなかよし交流会なので自分から保育園でいっしょだった友だちと話すことができました。

次に会うのは、５年生の宿泊研修なので、友だちのことを覚えておきたいと思います。」「古江

小の４年生に○○ちゃんという友だちができました。帰りに、ハグやバイバイができてうれし

かったです。」「劇の発表はうまくいって、大成功でした。秋鹿小と古江小のクイズでは、いろ

いろな秘密がわかって、とても楽しかったです。ドッヂビーでは、みんなが協力し合っていたか

ら、これも楽しかったです。湖北っ子なかよし交流会はとても楽しかったので、また機会があれ

ばやりたいです。」「大野の町の紹介の劇では、うまく役を演じられたし、声なども、うまく大

きい声を出すことができてよかったです。…最後のドッヂビーでは、1回戦目も２回戦も勝てな

かったけど、協力し合ってできたので、よかったです。」「ドッヂビーでは、みんなフリスビー

をキャッチしていてすごいと思いました。応援もできてよかったです。休憩には、新しくできた

秋鹿小の友だちと話をしました。なかよし交流会や宿泊研修で、またみんなと会いたいです。」

「自分の役割である司会、上手にできてうれしかったです。また、佐太川見学をするときに会う

ので、仲よくしたいです交流会は、とても楽しかったです。」 
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Ｒ６ 学級紹介 “ おおの２３ ５・８・10 ” 

＜１・２年学級＞５名 

学級目標 

「あきらめない」 

「たすけあい」 「じぶんから」 

 ５人がキーワードとして考え

た３つの言葉です。 

“笑楽校”にするために、何事

も最後までがんばり、みんなで

助け合いながら、自ら行動でき

る１・２年生を目指します。 

＜３・４年学級＞８名 

学級目標 

「チームスター」 

 ８人が大切にしたいことは、 

  チ  ：チャレンジ 

  ー(ｲ)：いろんなことに 

  ム  ：向かう力 

  ス  ：スマイル 

  タ  ：助け合う 

  ー(ｱ)：あいさつ です。 

 力を合わせてがんばります！ 

＜５・６年学級＞10名 

学級目標 

「全力・協力 1 1
イレブン

」 

何事にも全力で、 

困った時には協力して、 

11 人（学 級 担 任 も 含 め

て）で高め合っていきま

す。 

  

村松優星さん・清水奏佑さん・岩成和樹さん・金阪陽太さん・村松拓磨さん 

藤原優空さん・加納銀之助さん・小林杏里さん・神田愛湖さん 
・石倉歩さん・岩成俊汰さん・金城宏樹さん・石倉颯真さん 

昌子蒼空さん・昌子大海さん・玉木理玖さん・佐藤匠真さん・村松碧衣さん 
・金坂実莉さん・佐藤怜さん・岩成柑奈さん・神田光湖さん・清水玲希さん 

（５人の写真） 

（８人の写真） 

（１０人の写真） 
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大野をはじめ、地元のみなさんとともに 地域も元気 
 大野小では複式の教育課程を組んでいます。よって、学びを２年間のサイクルで展開していま

す。Ａ年とＢ年を繰り返し、今年はＢ年度になります。ここでは、今年お世話になる「ひと、も

の、こと」を紹介していきます。※毎年、お世話になる活動もあります。 

２４日 月 水泳学習 子ども広場 

２５日 火 全校朝礼 生活調査提出〆切 

２６日 水 水泳学習 クラブ活動 

２７日 木 読み語り（朝） 松江城・歴史館見学５・６年 

２８日 金 外国語学習 

＜７月＞ 

 １日 月 水泳学習 子ども広場  

 ２日 火 授業公開日 学校運営協議会 

 ３日 水 委員会活動 

 ４日 木 読み語り（朝）水泳学習 

 ５日 金 外国語学習 

 ８日 月 水泳学習 だんだん号来校 子ども広場 

 ９日 火 学園あいさつ運動 ストーリーテリング 

１０日 水 学園あいさつ運動 クラブ活動 

１１日 木 読み語り（朝） 水泳学習 

１２日 金 外国語学習 

１５日 月 祝日（海の日） 

１６日 火 午前中授業（給食あり）水泳学習 

１７日 水 午前中授業（給食あり）地区児童会  

      ＰＴＡ企画運営委員会 水泳着衣泳学習 

１８日 木 午前中授業（給食最終）水泳着衣泳学習予備日 

１９日 金 終業式 

２０日～夏休み 

 

２７日 土 おおの夏祭り 8/25 日 PTA奉仕作業 

６月後半からの行事予定 

自然災害に備えて 

 梅雨の時期となりました。乾燥

した暑さから、一転蒸し暑い天候

となりました。例年、この時期、

豪雨等により災害の危険性が高く

なります。 

 幸い、昨年度本校では、天候に

よる臨時休業はありませんでした

が、災害はいつ起きるかわかりま

せん。備えをしておきましょう。

学校でも、改めて非常時の動きを

確認しました。気象庁発表の警戒

レベル発表、学校からの連絡につ

いてご注意を。また、現地でない

とわからない状況もあるかと思い

ます。場合によっては、保護者や

地域の方で安全のための判断をす

る必要のあることもあるかと思い

ます。その際は、関わられた方の

判断を尊重しますので、学校の方

にも連絡をよろしくお願いいたし

ます。みんなで、安全を確保して

いきましょう。 


